
 
 
○調査の目的 
  本調査は、2020 年(令和 2 年)度末に終期を迎える「富谷市総合計画・前期基本計画」に基づく各種施

策の推進状況の検証及び、2021 年(令和 3 年)度からの新たな 5 年間の市政運営の方向性を定める「同・

後期基本計画」の策定に伴い、今後の施策展開に生かしていくことを目的に実施したものである。 

 
○調査の概要 

調査名 
富谷市まちづくりアンケート調査 

～富谷市総合計画・後期基本計画策定に関する住民意向調査～ 

調査期間 2020 年(令和 2 年)7 月 31 日(金)～9 月 4 日(金)  

調査対象者 富谷市内に居住の 18 歳以上の市民（2,000 名を無作為抽出） 

回収数(率) 895 票 (44.75%) 

 
○回答者属性 
 
 
 
 
 
 
 
 

性別では「男性」が 39.8％、「女性」が 59.9％であり、回答者の半数以上を「女性」が占めた。 

年齢では「70 歳以上」が 20.8％と最も多く、次に「60 代」(20.2％)、「40 代」(19.3%)と続いた。 

 
○富谷市の暮らしやすさ 
 設問：今後も富谷市で暮らしたいと思いますか？ 
 
 
 
 
 
 
 

将来居住意向では、「今後も暮らしたい」が 88.0％と大半を占めた。 

 

○今後も富谷市で暮らしたいと思う理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  富谷市で暮らしたいと思う理由では、「買い物や外食、娯楽に便利」が最も多く、次に「住環境が良い」、

「住みなれていて愛着がある」、「自然環境が良い」が続いた。 
 

○富谷市で暮らしたいとは思わない理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富谷市で暮らしたいと思わない理由では、「交通の便が良くない」が最も多く、次に「医療・福祉サービ

スが充実していない」「買い物や外食、娯楽に不便」「愛着が沸かない」などが続いた。 
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○富谷市のまちづくりに対する評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策 ※略称 

優先的改善項目 

重要度：高、満足度：低 

⑳公共交通機関の利便性 

優先的維持項目 

重要度：高、満足度：高 

⑤子育てのしやすさ ⑦小中学校の教育の充実 ⑭ごみ減量化等の充実 

⑰暮らしやすい住環境整備 ⑱幹線道路の移動しやすさ 

㉔自然災害への対策化 ㉕消防の体制化 ㉜日常生活の営みやすさ 

優先的検討項目 

重要度：高、満足度：中 

①健康づくり機会等の充実 ②休日診療等の受診しやすさ 

③高齢者が安心出来る暮らし ④障がい者が自立できる暮らし 

⑲徒歩等の安全な道路通行 ㉖緊急医療の体制化 ㉗交通安全の対策化 

㉘防犯の対策化 ㉞働く場の環境整備 ㊴行政への市民意向の反映 ㊺税

金使用の適正化  

 

○富谷市が目指すまちづくりの方向性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目指すべきまちづくりの方向性では、「すべての世代が安心して暮らせる福祉の充実したまち」が最も多
く、次に「道路や公共交通機関などの生活基盤が整った利便性の高いまち」「都市と自然と農地が調和・共
存するゆとりのあるまち（田園都市）」が続いた。 

一方、「宿場町の歴史と文化を誇れるまち」や「住民が主体となってまちづくりに参画できる住民協働の
まち」は関心が低い傾向にあった。 

※「都市と自然と農地が調和・共存するゆとりのあるまち（田園都市）」には、「自然が豊かで潤いある
環境にやさしいまち」を合算して表記。 

 

○富谷市がこれから行う施策で必要なものは？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これから必要な施策では、「仙台市泉中央までの交通利便性の確保」が最も多かった。その他、比較的必

要だと思う割合が多い項目としては、「総合病院などの医療施設の誘致」や「安全・安心な暮らしの確保」
が挙げられた。 

健康づくり機会等の充実

休日診療等の受診しやすさ

高齢者が安心出来る暮らし

障がい者が自立できる暮らし

子育てのしやすさ

地域の助け合いの風土

小中学校の教育の充実

多様な学習活動のしやすさ

趣味等の活動のしやすさ

文化活動の参加しやすさ

水や緑等の自然の親近さ

街並みや景観の美しさ

環境保全対応の充実

ごみ減量化等の充実

土地利用のバランス

街なかの魅力や活気

暮らしやすい住環境整備
幹線道路の移動しやすさ

徒歩等の安全な道路通行

公共交通機関の利便性

下水道の排水処理

河川やため池の安全性

身近な公園空間の充実

自然災害への対策化

消防の体制化

緊急医療の体制化

交通安全の対策化

防犯の対策化

農業振興の取組工業振興の取組

商業等の振興の取組

日常生活の営みやすさ

観光等での来訪者の状況

働く場等の環境整備

地域活動等の活発な取組

男女共同参画社会の取組

国際交流の活発な取組
外国人の暮らしやすさ

行政への市民意向の反映

行政情報の公開・発信

市民のまちづくり参画連携した広域行政の取組

行政サービスの充実

公共施設の利用しやすさ

税金使用の適正化

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

1.6 2.0 2.4 2.8 3.2 3.6 4.0

高
い

重
要
度

低
い

低い 満足度 高い

維持ゾーン

改善ゾーン 重点維持ゾーン

観察ゾーン (中央値 3.19)

(中央値 3.85)

優先的な改善が 
必要な項目 

優先的な検討が 
必要な項目群 

優先的な維持が 
必要な項目群 

16

23

56

66

96

106

292

326

374

568

577

0 100 200 300 400 500 600

その他

無回答

宿場町の歴史と文化を誇れるまち

住民が主体となってまちづくりに参画できる住民協働のまち

芸術・文化・スポーツ活動などが盛んなまち

農業や商業、工業などの地場産業が充実した活気のあるまち

防災・防犯に優れたまち

子どもたちを育む教育の充実したまち

都市と自然と農地が調和・共存するゆとりのあるまち（田園都…

道路や公共交通機関などの生活基盤が整った利便性の高いまち

すべての世代が安心して暮らせる福祉の充実したまち

19
19
21
22
26
28
31

43
52
61
63

95

107
122

140
141
145
153

254
341

591

0 100 200 300 400 500 600

国際姉妹都市・友好都市実現による国際交流促進
大亀山森林公園の利活用の推進

市民協働の推進
その他

自然や人とふれあえる市民農園の整備
無回答

再生可能エネルギーの利活用の推進
障がいのある方が働くことのできる通所施設等の整備

文化会館の整備
感染症対策の推進

公園など憩いの場の整備
AI（人工知能）を活用した行政サービスの提供

「新しい生活様式」を踏まえた、ICT（情報通信技術）や
災害・防災対策の推進

少子化対策（結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援）
企業誘致の推進
幹線道路の整備
介護予防の充実

幼児教育や小中学校の教育等の充実
安全・安心な暮らしの確保

総合病院などの医療施設の誘致
仙台市泉中央までの交通利便性の確保

都市と自然と農地が調和・共存するゆとりのあるまち（田園都市） 


